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対象者
　　70歳以上の高齢者のみの世帯

収集個数
　１回につき５個まで（粗大ごみのみ）

収集方法
　ご自宅の玄関前まで出してください。
　なお、家具等の解体作業はいたしま
せんのでご了承ください。

処理手数料
　粗大ごみ１個につき
　粗大ごみ処理券２枚（400円）

申込み方法
　役場環境課リサイクルプラザへ電話
　

ハチの季節です～飲み物の容器は水洗いしてから～

　気候もだんだん暖かくなり、ハチなどの活動も活発に
なってきています。
　これから秋までの期間は、空きびん、空き缶、ペット
ボトルの中にハチが入り、大変危険です。
　毎年のようにスズメバチによるトラブルが後を絶ち
ません。特に糖分を含んだ飲み物などは飲み残しなどな
いように、また、飲んだ後は必ず水ですすぎ収集袋の中
に害虫が入らないようにしっかり結んでから出してく
ださい。
　また、最近キャップやラベルのついたペットボトルが
増えてきています。キャップ、ラベルを取ることも忘れ
ずにお願いします。

　

問環境課（リサイクルプラザ）☎8-3320

２日（木）・16日（木）・31日（金）

こくみんねんきん

リサイクルプラザからのお知らせ
７月の粗大ごみ戸別収集日

…保険料を納めることが経済的に難しいとき…
　令和８年度分（令和８年７月～令和９年６月）の国民年金保険料免除・納付猶予申請の受付が７月から
始まります。保険料の納付が難しい場合は、役場窓口または年金事務所で国民年金保険料免除・納付猶予
制度の手続きを行ってください。また、マイナポータルでの手続きも可能です。
▶▶保険料免除制度とは
　本人・世帯主・配偶者の所得が一定額以下の場合や失業した場合には、申請して承認されると保険料の
納付が全額または一部 (４分の３、半額、４分の１)免除されます。一部免除の場合、納付すべき保険料を
納付しないと一部免除が無効となり未納期間となるため、必ず一部免除後の保険料を納付してください。
▶▶保険料納付猶予制度とは
　　50 歳未満の方で、本人・配偶者の所得が一定額以下の場合、申請により保険料の納付が猶予されます。

※税の申告（確定申告や年末調整）が行われていない場合は、市区町村民税の申告を行ったうえで申請書を提出
　してください。
※申請が遅れると、ケガ・病気による障がいや死亡の場合に障害年金や遺族年金が受けられない恐れがあります。

▶▶保険料の追納制度とは
　免除や猶予された保険料は、10 年以内であれば追納でき、老齢基礎年金の年金額を増やすことができます。
　追納を行う場合は、年金事務所に申込みが必要です。
　なお、保険料が免除・猶予された翌年度から起算して３年度目以降に追納する場合、承認を受けた当時
の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

問役場住民生活課住民年金係☎ 7-1084
制度の詳細は日本年金機構ＨＰを
ご覧ください▶▶


